一七九七年に於けるライン左岸共和國運動に就いて by 十河 佑貞 & ソゴウ スケサダ
一
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
井
共
和
囲
運
動
に
批
い
て
（
十
河
怖
ぬ
〉
二
七
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（
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一
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
岸
共
和
国
運
動
に
就
い
て
一判
一
ノ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
ド
イ
ツ
を
槻
る
に
、
ラ
イ
ン
左
汁
地
方
は
、
他
の
ド
イ
ツ
の
地
方
に
比
し
て
、
革
命
涯
乱
の
影
響
を
最
も
直
接
に
菱
つ
て
居
る
。
つ
ま
う
地
理
上
フ
ラ
ン
ス
の
囲
現
に
隣
接
し
て
ゐ
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
的
勢
力
の
徐
波
を
、
最
も
早
く
受
け
た
の
で
あ
る
。
先
づ
大
革
命
勃
獲
営
時
、
て
フ
ン
ス
院
走
貴
族
の
多
数
が
、
ラ
イ
ン
左
岸
地
方
に
避
難
し
て
水
た
。
之
が
た
め
に
コ
プ
レ
ン
ツ
争
童
母
ヽ
マ
イ
ン
ソ
　
〓
掌
〕Ｎ
の
二
市
は
、
恰
も
腕
走
貴
族
の
集
合
地
の
如
き
理
を
塁
し
た
。
し
か
も
彼
等
腕
走
貴
族
の
倣
幌
不
逐
な
る
態
度
、
遊
蕩
阪
堕
な
る
生
活
振
う
は
、
ラ
イ
ン
テ
ン
ド
の
ビ
イ
ツ
人
を
し
て
痛
く
採
悪
聴
慨
の
念
を
生
ぜ
し
め
た
。
主
家
ュ
ー
ダ
１
／
は
、
彼
が
少
年
時
代
の
記
憶
を
回
租
し
な
が
ら
、　
一
八
二
九
年
ボ
／
大
卑
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
見
話
演
中
に
、
左
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
ラ
イ
ン
地
方
が
、
最
も
刺
戦
を
受
やり
た
。　
士
否
握
て
一悟
、　
プ
ラ
ン
タ
に肌
キ
堂
真
花
件
ｐ
需
格
旭
ｉ
こ
れ
。
　
ョ
プ
γ
ン
ッ
に
は
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フ
ラ
ン
タ
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Ｗ
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輸
少
ｃ
ヽ
推
で
も
ラ
イ
ン
〕
が
集
つ
て
る
た夜
。
最
も
碓
貨
な
る
主
主
の
一
人
が
、
余
に
向
つ
て
、
誰
ィ
ヰ
カ
オ
ン
／
　
）
．″
】
′
　
　
卓
Ｊ
　
　
７
、
コ
，
人
は
、
嘔
吐
離
悪
の
念
を
催
す
る
に
違
ひ
な
い
、
と
語
っ
た
。
」
３
全
く
ド
イ
ツ
に
於
て
、
ラ
イ
ン
ク
／
ド
く
ら
ゐ
彼
等
脱
走
貴
族
の
た
め
に
数
々
の
迷
惑
損
善
を
麦
っ
た
所
は
な
か
っ
た
．
し
か
し
共
れ
だ
け
に
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
ド
イ
ッ
人
は
、
革
命
の
雰
日
気
に
茂
染
し
、
彼
等
の
貨
生
活
の
上
に
受
け
沈
影
響
ほ
、
欠
頗
る
深
刻
な
る
も
の
が
ぁ
っ
た
。
殊
に
、
フ
フ
／
ヌ
革
命
年
の
進
入
以
本
、
一ヽ
イ
ン
ツ
選
撃
公
剛
否
二
争
ｔ
の古
摯
台
ご
Ｂ
〓
掌
ミ
キ
ェ
／
／
選
碁
公
囲
バ
〓
】．ョ
、
り
付
的
”
す
Ｆ
ョ
の
伊
ゴ
ト
ジ
エ
／
選
界
公
凶
八
α
≧
語
付
母
付ゴ
Ｂ
、冒
ｑ
等
の
動
揺
不
安
、
更
に
、
／
ラ
ン
ス
軍
が
、
ラ
イ
ン
左
井
地
方
を
占
領
し
て
か
ら
は
、　
共
の
共
和
主
義
に
基
く
制
度
上
の
根
本
改
革
が
行
は
れ
た
。
即
ち
二
七
九
二
年
抗
月
ァ
ラ
ン
ス
の
推
軍
キ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ス
の
こ
登
岳
が
、
初
め
て
フ
ァ
／
ッ
句
置
ぐ
に
進
入
し
、
後
一
七
九
四
年
に
至
う
、
ラ
イ
ン
た
岸
全
部
が
、
ァ
ラ
ン
ス
軍
に
占
領
さ
れ
て
か
ら
、　
一
八
一
四
年
一
月
、
デ
▼
ン
ヤ
の
指
軍
ブ
ジ
ュ
ッ
ヒ
ェ
／
母
．”掛
母
が
、
ナ
ポ
／
ォ
ン
追
討
の
命
を
受
け
て
ラ
イ
ン
河
を
波
る
ま
で
、
約
二
十
年
間
と
い
ム
も
の
は
、
ラ
ィ
ン
左
岸
地
方
は
、
全
く
ノ
ラ
ン
ス
の
軍
事
曲
統
治
Ｑ
■
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
ラ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
面
目
は
、
ま
さ
に
一
新
さ
れ
た
。
然
年
ら
、
完
に
注
意
を
要
す
べ
と
こ
と
は
、
大
革
命
勃
准
以
本
、
ラ
イ
ン
た
岸
の
ド
ィ
ッ
人
の
間
に
、
飛
俳
の
成
帝
が
著
し
く
増
進
せ
し
こ
と
で
ぁ
る
。
彼
等
は
、
〓
フ
ン
ス
共
和
主
義
の
構
抑
を
頌
揚
し
、
従
本
の
制
援
的
領
主
の
凝
格
か
ら
離
院
し
て
、
て
フ
ン
ス
政
府
の
施
政
に
浴
せ
ん
乙
と
を
、
夏
心
か
ら
希
望
す
る
に
至
つ
た
。
そ
れ
故
に
、
ち
≡
し
，
―
二
年
チ
５
ラ
ィ
ン
化
特
共
和
調
運
動
に
就
い
て
食
‐
河
作
貞
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
七
｝
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
洋
共
和
囲
運
動
に
就
い
て
（
十
河
竹
衷
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
七
八
革
命
軍
を
軟
迎
し
た
。
即
ち
、
選
碁
公
の
出
奔
に
よ
つ
て
、
マ
イ
ン
ソ
、
ト
ジ
エ
／
等
の
逮
基
公
問
が
、
事
貧
上
、
崩
壊
し
た
時
で
も
、
そ
の
市
民
等
は
筆
ろ
彼
等
避
恐
公
の
末
路
を
悲
む
よ
う
は
、
新
に
逆
軍
し
本
た
つ
た
ノ
ラ
ン
ス
の
指
軍
を
腕
病
し
た
控
其
他
到
る
庭
で
、
奮
制
度
打
破
の
避
動
が
走
う
、
遂
に
は
、
ラ
イ
ン
左
洋
会
贈
を
一
の
共
和
囲
∩
軍
汗
Ｓ
一Ｐ腎
吾
刃
増
３
一斉
に
、
統
一
せ
ん
と
す
る
安
際
的
政
治
運
動
が
生
ず
る
に
至
つ
た
。
是
は
全
く
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
思
想
に
陶
群
し
た
る
結
果
で
あ
う
、
ス
一
面
に
は
、
徒
本
の
ラ
イ
ン
左
津
に
か
け
る
符
俗
数
多
の
領
主
の
悪
攻
に
割
す
る
反
抗
的
運
動
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
而
い
て
比
の
ラ
イ
ン
左
岸
共
和
囲
運
動
は
、　
一
七
九
七
年
の
秋
に
、
先
づ
ヨ
ブ
レ
ン
ジ
市
を
魁
に
、
キ
エ
／
ン
市
、
ポ
ン
市
、
及
び
其
他
の
町
村
等
に
於
て
も
行
は
れ
た
が
、
然
し
結
局
同
年
十
二
月
カ
ン
ポ
・
ノ
オ
／
ミ
オ
　
●
ｐ
中Ｂ
を
■
ｏ■ュ
ｏ
の
傑
約
に
依
て
、
ラ
イ
ン
左
岸
は
プ
ラ
ン
ス
に
割
譲
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
ヽ
あ
、
其
の
成
功
を
見
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。
以
下
主
と
し
て
、
ヨ
プ
レ
ン
ツ
市
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
岸
共
和
閉
運
動
に
就
い
て
、
衛
翌
に
逃
べ
て
兄
よ
う
。
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ヽ
い
や
二
抑
も
此
の
ラ
イ
ン
左
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共
和
囲
運
動
は
、
ラ
イ
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ラ
ン
ド
に
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慌
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ら
，　
一
波
に
醒
成
さ
れ
た
ヽ
の
で
あ
っ
た
と
は
云
へ
、
業
の
缶
喜
的
貨
障
運
動
に
た
づ
さ
は
っ
た
者
は
―
プ
ラ
ン
ス
の
革
命
思
想
に
寂
染
共
鳴
し
た
る
自
由
主
義
者
、
所
謂
愛
囲
集
員
ゼ
”古Ｏ
卓卜丁
ご
Ｐ
若
く
は
聯
盟
箕
員
●
呂
‥
８
待
～言
ｏ
と
稀
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
彼
等
は
ラ
イ
ン
左
岸
に
於
て
、
施
立
共
和
凶
の
建
設
を
型
想
と
し
、
共
の
目
的
達
成
の
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
て
フ
ン
ス
の
力
を
話
ら
う
と
欲
し
た
。
既
に
こ
の
種
の
例
立
運
動
は
、　
一
七
九
五
年
頃
か
ら
マ
イ
ン
プ
市
を
始
め
と
し
て
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
主
な
る
都
市
の
間
に
は
、
親
体
派
の
自
由
主
義
者
に
よ
つ
て
、
飛
密
な
る
連
絡
と
結
束
と
が
行
は
れ
つ
、
ぁ
っ
た
が
、
恰
も
一
七
九
七
年
の
初
夏
に
至
う
、
ァ
ラ
ン
ス
は
本
た
る
べ
き
卒
和
篠
海
に
際
し
、
ラ
イ
ン
左
汁
を
保
持
す
る
の
意
な
く
、
ュ
又
、
奮
制
度
復
活
に
封
し
て
は
極
力
反
劫
の
意
神
で
ぁ
る
と
云
去
風
聞
が
弘
ま
つ
た
。
之
が
行
に
、
彼
等
は
卒
和
係
約
締
結
前
に
、
ラ
イ
ン
左
岸
共
和
囲
の
働
立
宣
言
を
歌
行
せ
ん
と
欲
し
、
而
も
文
、
、ィ
ー
ス
タ
リ
ー
に
対
し
て
は
、
ァ
ラ
ン
ス
の
保
護
を
得
る
一
途
あ
る
の
み
と
割
策
し
た
。
こ
れ
全
↑
、
自
由
主
義
に
基
け
る
囲
民
的
満
前
の
堺
れ
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
先
づ
、最
も
逃
に
共
和
劇
建
設
を
期
す
る
た
め
に
「
ラ
イ
ン
左
岸
聯
盟
」
●
客
汀
冨
諄
吾
汀
●
呂
，任
ｏ」登
豊
の
名
の
下
に
、
空
□
な
る
統
一
と
結
束
と
を
謀
少
、
ラ
イ
ン
左
汁
に
於
て
、
遍
く
同
志
を
糾
合
す
る
こ
と
、
な
つ
た
。
而
し
て
、
こ
の
棚
立
運
動
の
魁
を
な
し
た
の
が
、
ョ
プ
レ
／
ッ
市
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
職
人
、
小
夏
商
人
さ
て
は
如
何
は
し
き
取
業
の
者
女
で
が
、
教
加
、
選
職
官
変
、
法
律
家
グ
レ
ｉ
べ
／
　
ｏ
．．げュ
及
び
教
降
在
住
符
ギ
ー
リ
ー
評
ど
】・く
等
と
協
力
し
て
、
自
か
ら
愛
囲
銘
員
、
或
は
聯
盟
纂
員
と
稲
し
て
、
倶
業
部
を
創
設
し
、
他
の
ラ
イ
ン
計
一
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
井
共
和
凶
運
動
に
抗
い
て
（
十
河
竹
良
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
七
九
一
七
九
七
年
に
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け
る
ラ
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え
岸
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和
囲
避
勁
に
就
い
て
（十
河
竹
貞
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一子
Ａ
Ｏ
町
村
に
右
志
を
募
つ
た
。
又
十
七
九
七
年
三
月
以
水
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
征
服
地
管
理
の
た
め
に
、
ポ
ン
市
に
設
置
し
た
る
中
央
委
員
含
夕吾
邑
命冒
〕ユ
ユ
呂
は
、　
始
等
聯
盟
業
員
の
保
護
奨
柳
に
努
め
る
所
が
あ
つ
た
。
そ
こ
で
彼
等
聯
盟
箕
員
は
、
念
々
百
方
に
奔
走
し
、
或
は
ノ
ラ
ン
ス
兵
士
の
特
合
に
兼
力
し
、
或
は
ヽ
や
朽
車
を
徴
獲
し
、　
一
方
反
封
者
を
成
嚇
し
な
が
ら
、
事
ら
目
的
の
完
成
を
急
い
だ
。
殊
に
、
て
フ
／
ス
の
オ
ー
シ
ユ
■
ｏ酔
ｏ
推
軍
は
、
ラ
イ
ン
左
岸
共
和
囲
運
動
に
贅
茂
の
意
を
表
し
、　
一
七
九
七
年
八
月
二
十
七
Ｈ
シ
エ
ツ
ツ
ラ
１
／
／メ、命重
草
に
於
て
、　
コ
プ
レ
／
ジ
市
よ
う
派
遣
さ
れ
た
る
聯
盟
箕
員
の
一
代
表
者
と
含
見
し
、
之
に
援
助
を
約
し
た
。
夏
に
同
年
九
月
十
三
日
に
、
中
央
委
員
含
は
、
共
和
政
治
を
宣
言
し
た
る
紹
て
の
市
町
村
に
は
、
凡
ゆ
る
方
法
に
於
て
之
を
庇
護
す
る
と
云
ム
命
令
を
駿
す
る
と
共
に
、
同
十
五
日
に
は
、
自
由
樹
を
処
て
、
共
和
主
義
憲
法
を
採
用
し
た
る
市
町
村
は
、
全
部
十
分
ノ
一
枕
及
び
封
楚
時
代
の
諸
税
Ｌ
免
ず
る
事
、
加
之
、
な
太
人
に
対
し
て
は
、
業
の
加
大
人
枕
」
子
待
淳さ
Ｆ
を
免
ず
る
事
を
布
告
し
た
。
笈
に
於
て
か
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
各
市
町
村
は
、
最
短
期
間
内
に
形
式
的
に
も
せ
よ
儀
式
的
な
宣
言
を
行
つ
て
、
之
を
中
央
委
員
に
報
告
せ
ん
と
す
る
に
至
つ
た
。
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政
治
、の
打
破
を
主
張
し
、　
一
切
を
市
車
卜
伊
開
■
ミ
し
と
ぃ
去
意
見
が
、
次
第
一」
任
・努
！Ｌ
．在
ヶ
た
ぃ
方
丹
Ｌ
・日
、
侵
！
業
部
員
は
、
ト
ジ
ェ
／
選
基
公
田
内
の
八
方
に
敬
を
機
す
る
と
共
に
、
す
ブ
レ
ン
ツ
市
街
に
は
貼
紙
を
以
て
掲
示
し
水
る
べ
き
共
和
主
義
宣
誓
の
準
備
を
整
へ
た
。
念
々
九
月
十
四
日
午
前
十
時
よ
う
十
一
時
の
間
に
、
倶
業
部
員
は
コ
プ
レ
ン
ジ
市
に
集
合
し
、
ゃ
が
て
フ
ラ
ン
ス
軍
除
に
守
詮
さ
れ
、
花
と
ブ
ボ
ン
を
以
て
装
飾
し
た
る
自
由
樹
を
捧
げ
な
が
ら
、
槻
兵
式
場
に
向
て
巌
か
な
る
行
進
を
開
始
し
、
既
定
の
場
所
に
到
着
す
る
や
、
彼
等
は
手
づ
か
ら
深
“
穴
を
掘
い
、
「
共
和
囲
高
羨
！
」
〓
ぉ
干
こ
Ｏ
千
Ｊ
Ｉ
名
一
の
叫
弊
裡
に
、
自
由
樹
を
赴
立
し
た
。
是
の
日
、
ス
フ
レ
ン
ツ
市
に
於
て
日
頃
熱
心
な
る
ジ
ャ
ョ
ベ
ン
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
、
且
又
、
愛
囲
倶
架
部
の
指
導
的
地
位
に
立
て
る
年
少
気
銃
の
ヨ
ー
ぞ
ノ
．
ギ
ェ
／
レ
ス
」
？
宅
ゴ
０
〇
一．一，
は
、
初
め
て
な
然
と
含
衆
の
前
に
起
っ
て
演
読
を
し
た
。
彼
が
壇
上
に
現
れ
る
や
、
一音
業
が
場
内
に
響
き
ゎ
た
め
、
含
衆
皆
之
に
和
し
た
。
ゃ
が
て
彼
は
、　
コ
プ
レ
ン
ソ
市
民
の
共
和
主
義
宣
言
書
を
開
一積
啓
明
し
た
。
然
る
に
九
月
十
八
日
に
至
う
、
二
三
の
組
（
頭
を
除
く
同
業
組
合
員
と
市
含
と
が
、
田
一浦
し
て
頑
賦
に
共
和
主
義
宣
言
に
反
当
し
た
。
そ
乙
で
、　
コ
ブ
レ
ン
ツ
市
駐
屯
の
ア
ラ
ン
ス
軍
司
令
官
ア
／
デ
ィ
ー
　
中ォ
、そ
は
直
に
セ
を
抑
へ
て
市
含
を
解
散
せ
し
め
、
供
架
部
員
か
ら
成
る
市
含
を
組
織
し
て
之
に
代
ら
し
め
た
。
同
時
に
新
市
含
の
能
力
を
（
「
無
時
に
渡
大
し
、
殊
に
共
和
主
義
反
封
の
新
聞
記
事
を
一
切
巌
姿
す
る
こ
と
に
し
た
。
、
階
て
ヨ
ブ
レ
ン
ツ
市
が
、
他
の
ラ
イ
ン
左
岸
諸
都
市
に
容
先
し
て
共
和
主
義
宣
言
を
行
つ
た
の
で
、
は
の
都
市
に
「
ｊ
し
ｊ
キ
こ
合
す
み
ラ
イ
ン
生
岸
共
和
囲
運
動
に
就
い
て
（
十
河
待
嗅
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．一一
八
一
肇
勢
↓一！一
一一
一
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
た
岸
共
和
国
運
動
に
就
い
て
（十
河
竹
貞
）
工
八
二
於
け
る
聯
盟
繁
員
は
、
之
に
雄
じ
て
共
和
主
義
宣
言
を
急
い
だ
。
帥
ち
九
月
十
七
日
に
は
キ
エ
／
ン
市
、
同
二
十
一
日
に
は
一
ン
市
が
、
同
じ
く
自
由
樹
廷
立
式
を
行
つ
た
。
３
　
　
　
，
然
窄
ら
、
最
初
か
ら
フ
ラ
ン
ス
中
央
委
員
や
指
軍
等
が
、
こ
の
共
和
囲
述
動
を
奨
働
し
ヽ
其
の
聯
盟
単
員
を
絶
え
ず
抜
助
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
ラ
イ
ン
左
洋
全
騨
で
共
和
主
義
宣
言
を
行
つ
た
町
邑
の
数
は
、
約
五
十
に
過
ぎ
ず
、
商
部
地
方
で
は
、
ノ
イ
シ
ユ
ケ
ウ
ト
　
ｚ
命
・】め
Ｆ
吾
テ
ユ
ル
ク
ハ
イ
ム
　
弓
一一界
汗
【ヨ
　
カ
イ
ぜ
ノン
ス
ラ
シ
テ
ル
ン
打
矛
（＞
Ｆ
号
卜ヽ
お
北
部
地
方
で
は
、
べ
″
グ
ハ
イ
ム
　
沖〕●
縄
汀
【Ｂ
メ
ツ
ケ
ン
ハ
イ
ム
ン
のヽ
鼻
ｇ
言
３
ラ
イ
ン
パ
ツ
ハ
〓
三
【き
斉
，
等
が
共
の
主
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
と
は
云
へ
同
時
に
．
必
等
の
地
方
に
は
、
新
制
度
に
封
す
る
猛
烈
な
る
反
出
が
起
つ
た
。
十
月
二
十
八
日
に
は
、
ベ
ル
グ
ハ
イ
ム
で
一
騒
動
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
一
愛
囲
主
員
が
、
同
胞
の
親
密
を
衣
象
す
ち
つ
も
う
で
ヽ
キ
エ
／
ン
市
麻
へ
聯
盟
放
を
途
達
し
た
所
が
ヽ
■
地
の
頑
日
者
流
の
人
々
か
ら
汲
ｔ
い
反
当
に
遭
つ
て
ヽ
途
に
フ
ラ
ン
ス
拡
道
委
員
ル
テ
／
　
】々
亀
ユ
に
依
て
銃
駆
さ
れ
た
。
ラ
イ
ン
バ
ツ
分
で
は
新
に
拡
逃
さ
れ
た
る
フ
ラ
ン
ス
行
政
委
員
グ
ラ
イ
ヒ
　
●
【①ユ
Ｐ
が
ヽ
苛
政
を
行
つ
た
の
で
痛
く
業
民
を
し
て
新
政
記
記
の
叫
び
を
起
さ
し
あ
ヽ
メ
ツ
ケ
ン
ハ
イ
払
で
は
、
之
亦
農
民
が
陳
“情
書
を
出
し
て
、
誉
制
復
婦
の
意
見
を
逃
べ
る
た
至
つ
た
。
け
れ
ど
も
，
聯
盟
主
員
や
フ
ラ
ン
ス
官
志
に
反
封
し
た
る
此
等
の
小
地
方
は
、
其
後
ノ
ラ
ン
ス
管
局
に
よ
つ
て
抑
涯
優
静
さ
れ
た
が
、
夏
に
コ
プ
レ
／
ツ
ど
打
／
ヽ
ギ
エ
／
ン
の
こ
市
ｔ
於
て
は
、
「
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員
と
の
問
に
、
途
に
軋
礫
反
目
を
生
ず
る
や
う
に
な
つ
た
。
十
月
九
日
、
ヨ
プ
レ
ン
ツ
市
で
は
、
八
人
の
市
民
連
署
に
依
る
陳
逃
書
を
、
ポ
／
市
監
在
の
ア
ラ
ン
ス
中
央
委
員
長
セ
ー
∽
【】肝
の
下
に
途
達
し
た
。
即
ち
共
の
内
容
は
次
の
如
さ
も
の
で
あ
つ
た
。
「
既
に
久
し
く
所
謂
ラ
イ
ン
左
岸
聯
盟
主
貞
の
成
嚇
的
勘
誘
の
た
め
に
、
吾
人
体
永
の
市
政
が
排
去
さ
れ
た
ぅ
而
し
て
吾
人
は
、
聯
盟
主
派
員
の
占
有
せ
る
地
位
に
封
し
て
は
、
何
等
の
信
任
を
有
せ
ざ
る
者
で
あ
る
。
吾
人
は
吾
人
の
奮
政
鵬
の
何
た
る
か
を
知
つ
て
ゐ
る
。
し
か
も
隣
む
べ
き
吾
人
の
施
囲
は
、
ラ
イ
ン
左
岸
愛
化
の
前
に
鰐
然
と
し
て
豊
縮
し
て
ゐ
る
。
卒
和
篠
約
は
近
づ
い
て
ゐ
る
。
卒
和
は
、
苦
人
の
運
命
を
決
定
す
る
。
吾
人
の
選
暴
公
囲
は
、
ド
イ
ッ
帝
問
の
一
一部
で
あ
り
、
吾
人
は
義
務
を
無
碗
し
て
ま
で
も
、
ド
イ
ッ
市
閉
か
ら
分
離
す
る
こ
と
は
出
本
な
い
。
吾
人
は
、
吾
人
体
木
の
状
態
の
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
希
ム
。
其
れ
が
吾
人
唯
一
の
願
望
で
あ
る
。
之
と
同
様
の
戚
時
は
、
地
方
に
於
て
も
優
力
で
あ
る
。
吾
人
は
、
吾
人
の
憲
法
を
ひ
た
す
ら
に
維
持
し
、
俸
本
の
政
府
を
再
設
し
、
且
、
冷
静
に
意
見
の
技
麦
を
行
ひ
得
る
立
な
的
自
由
の
保
各
を
望
ん
で
已
女
な
（
４
）
い
。
」
右
の
陳
述
苦
に
援
て
考
へ
て
見
る
と
、
唯
だ
「
体
木
の
状
態
へ
の
後
師
」
Ｌ
要
求
し
↓
ド
イ
ツ
市
囲
の
一
部
」
た
ら
ん
こ
と
を
懇
願
し
て
ゐ
る
。
案
す
る
に
、
是
の
陳
逃
苦
は
聯
盟
主
員
に
反
威
を
地
け
る
一
部
市
民
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
遺
進
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
併
し
、
カ
ン
ポ
・
フ
オ
／
ミ
オ
の
條
約
締
結
の
八
日
前
の
事
で
あ
る
一
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
岸
共
和
囲
運
動
に
就
い
て
（
十
河
怖
貞
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
八
三
一
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
井
共
和
四
運
動
に
就
い
て
（
十
河
竹
虫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・一
人
四
か
ら
、
／
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
ン
左
洋
占
領
地
の
庭
分
問
題
が
、
い
づ
れ
に
決
定
さ
れ
る
か
と
去
去
こ
と
に
就
い
て
、　
一
ノ
レ
ン
ツ
市
民
の
態
度
は
相
営
兵
勧
で
あ
つ
た
も
の
と
な
は
れ
る
。
と
こ
ろ
で
右
の
隊
述
者
に
封
し
て
、
中
央
委
員
長
セ
ー
は
、
十
月
十
四
日
に
左
の
如
ふ
返
答
を
附
し
た
。
「
吾
々
は
奮
制
度
の
疫
更
を
強
要
し
た
覚
夕
は
無
い
。
畢
元
す
る
に
、
ノ
ラ
ン
ス
共
和
囲
に
封
す
る
義
務
と
、
殊
に
軍
枕
の
排
済
と
を
怠
つ
た
が
故
に
、
オ
ー
シ
ユ
始
軍
が
、
行
政
や
市
含
の
変
改
を
持
令
に
依
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
敬
白
」
こ
れ
は
全
く
セ
ー
が
、
責
任
回
避
の
た
め
に
角
し
た
る
返
答
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
が
、
併
一窄
ら
、
十
月
十
八
日
、
右
返
書
の
内
容
を
一
般
の
コ
プ
レ
ン
ツ
市
民
が
知
つ
た
時
、
聯
盟
党
員
は
、
ま
さ
に
大
道
で
民
衆
の
た
め
に
相
辱
を
装
ら
ん
と
し
た
が
、
て
フ
ン
ス
軍
除
に
庇
護
さ
れ
て
難
を
免
れ
、
文
市
台
議
事
士
と
市
麻
と
は
、
や
は
う
ノ
ラ
ン
ス
軍
除
の
手
に
よ
つ
て
、
放
昂
せ
る
民
次
の
裏
撃
を
避
け
る
こ
と
が
地
水
た
モ
キ
エ
／
ン
市
及
び
ボ
ン
市
に
於
て
も
、
亦
、
聯
盟
主
員
に
封
す
る
反
封
運
動
が
妹
に
行
は
れ
た
。
然
乍
ら
、
十
月
十
七
ロ
カ
／
ポ
ｏ
フ
オ
ル
ボヽ
オ
に
於
け
る
篠
約
の
結
果
、
ラ
イ
ン
左
岸
地
方
は
ド
イ
ジ
か
ら
ア
ラ
／
ス
に
割
譲
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
の
で
，
ラ
イ
ン
左
岸
幼
立
共
和
囲
の
安
現
を
期
待
せ
し
聯
盟
革
員
も
、
又
之
に
反
勤
せ
し
者
も
、
共
に
希
望
を
遂
す
ち
乙
セ
が
出
本
な
か
つ
ん
。
加
之
な
ら
ず
、
プ
ラ
ン
ス
紹
裁
政
府
は
、
ラ
七
☆
■
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，
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十
デ
■
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ｔ
ｉ
「
■
一■
ｉ
■
丁
一．．
■
■
．
１
１
■
≡一
，
■
一
イ
ン
左
洋
占
領
地
域
に
於
け
る
従
来
の
軍
事
的
行
政
組
織
を
撤
磨
し
、
新
に
ノ
ラ
ン
ス
共
和
主
義
に
援
れ
る
立
法
行
政
の
制
度
を
安
施
せ
ん
と
す
る
に
至
つ
た
の
で
、
無
力
な
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
ド
イ
ッ
人
は
、
走
が
非
で
も
終
教
政
府
の
施
政
に
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
而
し
て
、
総
裁
政
府
は
、　
一
七
九
七
年
十
一
月
西
Ｈ
、
ジ
ュ
ッ
ド
レ
１
／
雰
登
Ｒ
を
最
高
政
府
派
遣
使
に
任
命
し
て
、
北
は
マ
ー
ス
河
呂
ｐ秘
ょ
り
、
商
は
モ
ー
ゼ
／
河
Ｐ点ｏり出
に
至
る
ラ
イ
ン
左
岸
全
地
域
の
統
治
縦
を
授
け
、
且
、
徹
底
的
に
ノ
ラ
ン
ス
共
和
主
義
に
基
↑
所
の
根
本
的
改
革
を
断
行
せ
し
め
た
。．
貯
の
結
果
、
ラ
イ
ン
左
洋
地
方
に
於
け
る
併
合
の
賀
績
は
徐
々
類
著
に
な
る
と
共
に
、
親
俳
派
の
硫
盟
業
員
の
中
で
も
、
断
く
ノ
ラ
ン
ス
の
歴
綱
的
施
政
を
嫌
っ
て
、
途
に
耐
田
ド
イ
ッ
の
た
め
に
純
長
な
る
愛
囲
の
熱
情
を
吐
解
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
、
ラ
イ
／
左
岸
共
和
囲
運
動
は
、
最
初
ノ
ラ
／
ス
革
命
に
威
激
し
た
る
テ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
自
由
主
義
者
、
ジ
ャ
ョ
ベ
ン
主
義
者
等
が
、
唯
だ
ァ
ラ
ン
ス
の
共
和
政
治
を
共
儘
ラ
イ
ン
左
岸
の
ド
イ
ッ
に
安
施
適
用
し
ょ
う
と
云
去
一
種
の
啓
家
運
動
で
あ
っ
た
。
而
し
て
又
、
ラ
イ
ン
占
領
地
域
に
駐
屯
せ
る
ノ
ラ
ン
ス
の
賄
年
や
官
志
が
之
を
奨
帥
援
助
し
た
た
め
に
、　
一
犀
こ
の
運
動
は
活
気
を
塁
し
た
。
然
年
ら
、
念
々
フ
ラ
ン
ス
の
併
（
政
策
が
碓
立
さ
れ
、
徹
頭
徹
尾
ノ
ラ
ン
ス
政
府
が
同
化
政
策
を
貸
行
す
る
に
及
え
で
、
初
め
て
彼
等
ド
イ
ッ
人
の
間
に
、
旭
問
の
歴
史
、
諮
る
べ
き
文
化
、
民
族
的
枯
討
に
封
す
る
由
壁
が
生
じ
、
之
が
雅
て
後
の
ド
イ
ッ
囲
民
主
義
の
茄
芽
と
な
つ
　ヽ
　
　
　
′
た
―
専
＝
四
二
功
こ
尤
介
て
ヽ
十
河
侑
由
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一人
Ｉ
一
七
九
七
年
に
於
け
る
ラ
イ
ン
左
井
共
和
閣
運
動
に
就
い
て
（
十
打
竹
真
》
て
め
る
の
で
あ
る
。
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